
協定校留学近況報告書 

記 入 日 2014年 1月 20日 

留 学 先 大 学 フランス国立東洋言語文化研究学院 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：日本学部，（現地言語での名称）：Département Langue et Civilisation du Japon 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2013年9月－2014年7月 

明 治 大 学 で の 所 属 文学部史学地理学科西洋史学専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部3年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

国際教育事務室にある報告書を読んだり、インターネットで留学経験者のブログを検索し、読んだりしました。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：学生ビザ 申請先：在日フランス大使館 
ビザ取得所要日数：約２週間 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：50ユーロ相当の日本円 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

長期ビザ申請書、証明写真、パスポート、入学許可証、経済証明、移民局（OFII）提出用書類 

（それに加え申請料として 50ユーロ相当の日本円を支払う） 

フランス大使館のホームページからダウンロード、経済証明は銀行で発行してもらいました。 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

Campus France Japonへのオンライン登録・手数料振込後、フランス大使館へ予約をし、予約日に窓口へ申請 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

      

ビザ取得に関して困った点・注意点 

Campus Franceへの情報入力が分かりにくいので、何回か直接問い合わせました。 

ビザ申請時、原本・コピーともに持参すべき書類と、原本のみでよい書類とあるが、念のためすべての書類のコピーをとっておくこと。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

フランスでも引き出すことのできる銀行口座（新生銀行、シティバンク等）を日本で開設しておくこと。 

証明写真をたくさん撮っておくと、渡航後なにかと便利です。生活雑貨などの購入も日本である程度しておくといいと思います。 

1.到着時の様子 

1.到着時の様子 

利用航空会社 エールフランス・JAL（共同運航便） 

航空券手配方法 
エールフランスのホームページ 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 シャルル・ド・ゴール空港 現地到着時刻 17時頃 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 1時間半 



空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

必ず空港のタクシー乗り場から乗車すること。道路の状況や時間帯によって所要時間・料金が変わります。 

大学到着日 9月 5日 20時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居入居 

できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮        アパート         その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋   二人部屋        その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生  他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋  自分で探した     その他（     ） 

住居の申込み手順 INALCO へ APPLICATION FORM を送る際に事前に希望する旨を伝え、その後 INALCO からの指示通り申

込。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

特になし。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 2013/09/10、14、20 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 日本学部の説明、交換授業のためのアンケート等。また日本学部入学オリエンテーションにも参加。 

留学生用 

特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

あった  なかった 

授業開始日 ９月 23日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

移民局への滞在許可申請は必須。国際学生都市に特別デスクができるので、そこで書類を提出し、後日健康診断を受けたのち許可証

がもらえる。料金は TABAC で収入印紙を買うか、ネットで支払う。。 

住宅補助申請のために滞在許可証が必要なので、渡航後早めに手続きを済ませておいたほうが良いと思います。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

健康診断は滞在許可証申請の際に行う。 

住宅補助申請も国際学生都市におかれる特別デスクで申請可能、これには出生証明のフランス語訳が必要。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

銀行は LCL、日本語が通じるピラミッド支店で開設。パスポートと住居証明、学生証が必要。 

口座は 3つ用意されたが、後日貯蓄講座２つを閉めてもらった。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

Free という携帯会社で購入。手続きはネット上で行う。 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（10月 15日頃） 

オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 



登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

授業を自分で決め、事務室の担当にメールで送る。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
      時間帯に関係なく 

勉強、家事など 

                  時間帯に関係なく 

勉強、家事など 

      

8:00 
                        授業             

9:00 
                                          

10:00 
                                          

11:00 
                        日本語アシスタント       買い物 

12:00 
                  授業                   

13:00 
授業                                     

14:00 
            日本語アシスタント       授業             

15:00 
                  交換授業                   

16:00 
                        交換授業             

17:00 
交流会                                     

18:00 
            授業 買い物・帰宅 帰宅             

19:00 
帰宅                                     

20:00 
                                          

21:00 
            帰宅                         

22:00 
                                          

23:00 
                                          

24:00 
                                          

Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

INALCO 日本学部には日本に興味をもち、日本人と交流したいと考えている学生がたくさんいます。フランス人学生との交流

会もあるので友達はすぐにできると思います。交換授業ではフランス人学生とディクテの練習、発音の練習をしていてとても

充実しています。 

国際学生都市での共同生活も楽しいです。平日は学校ですが、休日はマルシェへ行くなどなるべく外へ出るようにしていま

す。またフランスでは美術館などに学生は無料もしくは割引料金で入ることができるので、積極的に行くことにしています。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

私はフランス文学専攻の学生でもなく、フランスについて研究するというわけでもなかったのですが、ただただ 3 年間勉強し

たフランス語で様々な人と話してみたいという理由で留学を決めました。現地で実際にフランス語が通じたとき、聞き取れた

ときは留学してしばらくしてもうれしいものです。フランスに来なければ気づかなかったこともたくさんあります。やってみたいこ

とをたくさん考えておくと毎日が充実すると思います。最初は不安かもしれませんが、頑張ってください。 
 


